
特徴

◦	2～16	mL程度での少ないサンプル量で測定が可能です。
◦	循環恒温槽により、1～100℃範囲での温調測定が可能です。
◦	幅広い温度範囲に対し、素早く正確に温調して測定することができます。

システム例
◦	デジタル粘度計	 DV	Plus	/	DV2T
◦	粘度計用オプション	 少量サンプルアダプター
◦	精密低温恒温水循環装置	 ネオクール®サーキュレータ（チラー）	CB100

パッケージ型式 装置 オプション 温調器 価格（税抜）

DVPL-SSA DV Plus SSA（温度表示不可） CB100 ¥1,500,000〜

DV2T-SSA DV2T SSA（温度表示不可） CB100 ¥1,800,000〜
＊	少量サンプルアダプター(SSA)に付属するスピンドル1本をご選択いただきます
＊	トルクモデルの選択が必要です。HBDV	Plusの場合、価格が異なります。

少量・温調 粘度測定システム
JIS Z 8803：2011 準拠

粘度測定システム APPLICATION



正しい粘度測定

粘度を正確に、再現性良く測定するには最適な機種選定が必須です。一方、サンプル

側の粘度を安定させることも同じように重要であります。一般的な多くのサンプル

粘度は、温度に対して非常に過敏に反応します。適切な機器を使用し、安定した環境

で測定を行うことが必要です。

粘度計一式を購入した場合、専用の測定容器などは付属しません。粘度計メーカー

では、500	mLのグリフィンビーカーにサンプルを入れ、測定することを推奨して

います。品質管理等ではよく使用されますが、このサンプルを温調する場合、バス型

の温調器に漬け込む必要があり、サンプル内に温調水が混ざってしまう危険性や、

サンプル量が多いため温調時間がかかる点が問題となりえます。

粘度計ラインアップ

DV Plus
ディスプレイ上に、粘度・
トルク・回転数等を同時
に表示。品質管理に最適
なシステム。

DV2T
USBポートを搭載し、装
置単体でcsvの保存も
可能。オプションソフト
により、回転数の自動切
換えやデータの自動保
存に対応し、フローカー
ブ測定が実施可能に。

温度とサンプル粘度

例として、水と粘度標準液の数値例を示します。

当然、サンプルにより割合は異なりますが、温度変化に対し粘度値が大きく変化していることが見

ていただけます。更に、JS500（LOT161）では0.1℃刻みで右表のように粘度値が変化します。正

しい測定には、0.1℃以下の精度で温調を行う必要性があることがわかります。

温度[℃] ⽔
JS10

LOT147
JS100

LOT170
JS500

LOT161
20 1.0016 8.283 85.98 436
25 0.8899 7.203 65.22 309.7
30 0.797 6.021 50.43 225
35 0.7189 5.213 39.68 166.9
40 0.6524 4.555 31.7 126
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温度（℃） JS500粘度
20 436.0
20.1 432.9
20.2 429.9
20.3 426.9

水の粘度：JIS	Z8809より引用
粘度標準液：日本グリース製JS粘度液　温度-粘度換算表より引用

温度（℃）
粘度（mPa・s）

水 JS10
LOT147

JS100
LOT170

JS500
LOT161

20 1.0016 8.283 85.98 436.0

25 0.8899 7.203 65.22 309.7

30 0.7970 6.021 50.43 225.0

35 0.7189 5.213 39.68 166.9

40 0.6524 4.555 31.70 126.0



アプリケーション①　飲料の測定

私たちが日常的に楽しんでいる飲料ですが、その粘度により、飲み心地・風味・

質感に影響を与えると言われています。特に、冷蔵保存を必要とするような

飲料では、冷蔵庫から取り出してすぐの状態と、しばらく室温下に置かれた

状態とでは、粘度が異なります。右図の結果からは、4℃と25℃での粘度値

の差と、サンプルの非ニュートン性（せん断速度依存性）を読み取ることが

可能です。

回転数 (rpm)4℃ 25℃ 粘度 (mPa･s)
10 22 13.5
20 18.8 11
30 17 9.5
40 16.3 8.7
50 15.9 8.2
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参考データ：ジュースの粘度測定例
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25℃

アプリケーション②　塗料や接着剤の温度依存測定

日本では、夏と冬での気温差や、地域ごとの温度差が大きくなります。その際、

屋外で使用するような塗料では、使用状況に合わせた粘度測定を、研究開発

段階で行っておくことが非常に重要です。粘度計・SSA・循環恒温槽を使用

することで、サンプル粘度の温度依存を評価することができます。真冬・真

夏でも使いやすい製品の開発には、実際の条件に合わせた粘度測定が必要

です。

温度℃ 粘度cP{mPa・s}
0 1.792
5 1.52
10 1.307
15 1.138
20 1.002
25 0.89
30 0.797
35 0.719
40 0.653
45 0.598
50 0.548
55 0.505
60 0.467
65 0.434
70 0.404
75 0.378
80 0.355
85 0.334
90 0.315
95 0.298
100 0.282
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参考データ：⽔の温度による粘度変化

少量サンプルアダプター（SSA）

そのような問題を解決する手法の１つが、オプションの追加です。少量のサンプルアダプター

（SSA）と恒温槽を使用することにより、

◦	2～16	mL程度での少ないサンプル量で測定

◦	付属のウォータージャケットによる温調

◦	せん断速度を規定した状態での測定*¹

以上のような条件下で測定を行うことができるようになります。

測定に使用するサンプル量を大幅に減らすことができ、また素早く温調することができる

ようになります。温度の安定という意味合いの他、温度依存測定にも有効です。

＊1	せん断速度を規定した測定については、「B型粘度計基礎講座」でご紹介しております。
	 https://eko.co.jp/information/84247.html

少量サンプルアダプター　参考仕様（測定粘度範囲）

仕様

スピンドル SC4-18 SC4-27 SC4-29 SC4-14 SC4-25Z

サンプルチャンバー SC4-13R（P） SC4-13R（P） SC4-13R（P） SC4-6R（P） SC4-13R（P）

サンプル量（mL） 6.7 10.4 13.5 2.1 16.1

せん断速度（1/s）	*¹ 1.32	N 0.34	N 0.25	N 0.40	N 0.22	N

粘度範囲
（mPa・s）

LVDV2T	*² 1.5～30	K 11～234	K 47～937	K 58～1.1	M 240～4.8	M

RVDV2T	*² 16～320	K 125～2.5	M 500～10	M 625～12.5	M 2.5	K～51	M

HADV2T	*² 32～640	K 250～5	M 1	K～20	M 1.25	K～25	M 5.1	K～102	M

HBDV2T	*² 128～2.5	M 1	K～20	M 4	K～80	M 5	K～100	M 20	K～409	M

M:	1,000,000　K:	1,000

＊1	 せん断速度は回転数から算出します。例えばSC4-18を使用し、回転数10	rpmで測定した場合、せん断速度は1.32×10=13.2（1/s）になります。
＊2	 DVPlus、DVNextの測定粘度範囲は仕様書をご確認ください。
＊3	 スピンドルの種類はSC4-14、15、16、18、21、25z、27、28、31、34からご選択頂けます。上記表以外のスピンドル仕様については仕様書をご覧ください。
注）	測定条件やサンプルによっては上記の値を満たせない場合があります。
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お客様総合サービスセンター

 0120-405-525
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ヤマト科学ウェブサイト

www.yamato-net.co.jp
メールでのお問い合わせは、ヤマト科学ウェブサイトより
受付しております

注 意
本カタログに掲載された製品の仕様・性能数値は、一般的な使用条件における、ユーザーガイドとして提示しています。
ご使用の際は、取扱説明書の内容をご理解いただき、正しくご使用ください。取扱説明書の記載使用条件を外れて使用され、人的・物的損害が発生しても、
当社はその責任を負いかねますのでご注意ください。

本 社 〒104-6136 東京都中央区晴海1-8-11晴海トリトンスクエアY棟36階

仕様
型式 CB100
商品コード 221630
方式/循環水 外部密閉系循環/水道水、不凍液(液温10.0℃未満)
制御方式 冷凍機制御＋ヒータPID
性能*¹ 温度設定範囲 -10.0～80.0℃

冷凍機連続使用設定範囲 -10.0～50.0℃
最大流量（50/60Hz）*² 約6.8/8.0L/min
最大揚程（50/60Hz）*² 約3.3/4.7m
温度調節精度*³ ±0.1℃
冷却能力*⁴ 約230W　液温10℃

機能・構成 制御用ヒータ 100V　650W　SUS
冷凍機/冷媒/冷却コイル 空冷式100W/R134a	/	SUS
循環ポンプ用モータ インダクションモータ40W
外部入力 外部温度センサ入力コネクタ
ユーザー機能 キャリブレーションオフセット、停電復帰モード選択
循環接続 自在回転式ワンタッチコネクタ（接続部外径φ10mm）、流量調整バルブ付

安全装置 過電流漏電ブレーカ、温度センサ異常、温度上昇/下降警告（運転継続）、温度上/下限異常（運転停止）、
空焚き防止フロートスイッチ、冷凍機オーバーロードリレー、冷凍機高圧スイッチ、ファンモータ保護、

循環ポンプサーマルプロテクタ、冷凍機保護用遅延タイマ、独立過昇防止器（温度固定式）
規格 外寸法 W180×D360（440）×H553（600）mm

水槽寸法/容量（液量） W120×D285×H100mm/約3.4L（約2.3L）
電源容量（ブレーカ容量） AC100V　13A(15A)
電源コード 2m（プラグ付き）
重量 約22Kg

付属品*⁵ 取扱説明書：1部、保証書：1部、ホースノズル接続部外径φ10mm(柔軟ホース接続用)：2個、ローレットネジ：2個
価格（税抜） ¥199,800
＊1	使用周囲温度範囲は5～30℃となります。　＊2	水道水、液温20℃における能力値です。　＊3	周囲温度23℃、電源電圧AC100V	50/60Hz無負荷、短絡時での能力値です。　＊4	周囲温度23℃、電源
電圧AC100V	50Hzでの能力値です。　＊5	循環ホースは付属しておりません。

特徴 ●	卓上でも使えるW180×D360mmの省スペース設計。
	 （当社従来品BBLと比べてW60%小型化）

●	幅広い温度範囲（-10～80℃）、高精度（±0.1℃）を実現し、分析装置、粘度計
など様々な分析装置の測定部温度を一定に保ちます。

●	揚程が約3.3/4.7m（50/60Hz）と高いため、圧力損失の大きな細い配管や、
机の下への設置でも、しっかりと循環します。

●	地球環境に優しい代替フロンの冷媒R-134aを採用。
GWP値1430と低く地球環境保全に貢献します。

●	オプションの外部温度センサーを使用すれば、対象
物の温度をピンポイントで温度調節します。

地球環境に優しい代替フロン採用

CB100
¥199,800（税抜）

ネオクール®サーキュレータ

CB100

精密低温恒温水循環


